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日立は，多数の中小規模施設を持つ需要家向けの省エ

ネ ル ギ ー ソリュ ー ションとし て「Total Building 

Optimization」を開発している。近年，大企業を中心と

した多くの企業がコスト削減や地球環境対策の観点から

省エネルギーの推進に注力している。一方で，広大な国

土に中小規模の施設・設備を多数，分散して保有してい

る場合，全体としてのエネルギー消費量は莫大でありなが

ら個 の々施設の規模は小さく，費用対効果の面からハード

ルの高い省エネルギー対策は遅 と々して進んでいない。

日立は，これまで北米の大手通信事業者など多数の

顧客との協創により培ってきた省エネルギーソリュー

ションや小規模多棟向けの省エネルギー解析・設備診

断のモデル化技術，ノウハウを駆使して，IoT（Internet 

of Things）を活用したエネルギー消費情報の収集と

高度な制御のほか，それらの情報を一元管理するシス

テムの開発を進めている。これに伴い，最適制御によ
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る高効率化と省エネルギー運用の実現，遠隔異常検知

や劣化の早期発見，保守作業効率化などによる省エネ

ルギー推進，運用コストの最適化などのサービスを

2018年より北米にて提供開始する予定である。

今や商業・公共施設などにおける情報提供設備とし

て，なくてはならないものとなったデジタルサイネー

ジの新たなニーズに対応するため，変化する周囲の状

況や街中にあふれるさまざまな情報を収集し，AI

（Artificial Intelligence）で分析することで，課題の

解決や新しいサービスの創出，価値向上などにつなげ

る「総合情報サービス」を開発している。

サービスの第1弾として，デジタルサイネージの運

用業務の負荷軽減やコンテンツ配信のフレキシブル性

を大幅に向上するインテリジェントCMS（Contents 

Management System）の提供を開始した。インテリ

ジェントCMSを活用することで，運用事業者や権限

を付与された広告主，代理店が，番組表にコンテンツ

を直接登録し，場所や時間帯に応じて各ディスプレイ

へ適切なコンテンツを配信できるようになる。また，

ニュースや天気予報といった外部コンテンツを簡単に

組み合わせ，場所や時間に応じた自律的な配信や，複

数ディスプレイの表示のタイミングを効果的に合わせ

るなどインパクトの大きい空間演出などが実現できる。
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大手通信事業者を主なターゲットに， 
IoTを軸とした省エネルギーの高度化 ・ 効率化を実現

可視化 省エネルギー分析

・ 遠隔省エネルギー診断， ダッシュボード
・ 最適制御による高効率化， 省エネルギー運用
・ 遠隔異常検知， 劣化早期発見　

最適制御

IoT基盤

多棟ビルの効率的な省エネルギー ・ 保守効率化

テレコム系 機器室など
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1  Total Building Optimizationの概要

・ 効率的な配信運用
  （容易な配信制御，
  多面管理， 災害情報）

※今回サービス提供開始

ステップ1
自主運用 ・ 緊急配信

・ 利用者属性取得
・ 各種センサー情報
・ スマートフォン連携

コンテンツDB／配信設定DB／サイネージ操作ログDB／連携ログDB

データの加工 ・ 連携 ・ 分析
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天気 ・ 災害 交通 メディア 自治体 など カメラ 各種センサー 人流／属性 スマートフォン店舗／POS

各種ログ実績 情報の活用

※開発中

ステップ2
データ利用の高度化
データ収集 ・ 分析
利活用機能

メディアオーナー（コンテンツホルダー）

総合情報サービス

各種入力情報

・ 自動最適配信
・ 属性に応じた配信
・ 配信効果の測定

商業施設，
公共施設など

ステップ3
配信自動化 ・ 効果向上

状況適合配信機能インテリジェント
CMS

2  総合情報サービスの概要

注：略語説明　POS（Point of Sales），DB（Database）
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